
レジメン名

適応病名（癌腫）

適応分類 ■進行・再発 □術前化学療法 □術後化学療法 □その他

1クール日数 21 日 （休薬期間含む）

経口抗癌剤併用　 　 ■なし

単位：mg/㎡、mg/kg、mg/body、AUC 

＊催吐性リスク分類　　　→ 高度 中等度 軽度 最小度

その他

エビデンス資料 J Clin Oncol. 2004 May 1;22(9):1589-97.（PMID: 15117980）

PEM治療開始7日前より葉酸0.5mgを1日1回連日経口投与、ビタミンB12
を1回1mg筋注する(9週間に1回)。最終のPEM投与日から22日目まで可
能な限り投与を継続する。
軽度催吐性リスクに該当するが、グラニセトロン追加を標準としている。

□あり（　　　　　）

500 mg/㎡day 1 ペメトレキセド

PEM

非小細胞肺癌（非扁平上皮癌のみ）

投与日 抗癌剤名称 投与量(単位)
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